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紅藻ヒヂリメンの体の構造と

生殖器官に就いて

川 端 清 策 *

S. KAWABATA: On the structure of the frond. and 
the reproductive organ 

of Cyrtymen旬 spαrsαOKAMURA.

1. 緒言 Cyrtymenia属は F.SCHMITZが KleinereBeitrage zur 

Kenntnis der Florideen (Nuova Notarisia 1896)において発表した新属であ

る。 Cyrfymeniasparsa OKAM.は故岡村博士により福島県小名浜産のー紅

藻に与えられた学名で，本種の分布は我が国では南は茨城県大洗から，北は

青森県下北郡下風目迄知られている。 SCHMITZによれば Cyrtymenia属は

Gratelouρza属と Aeodes属に近似のものであるが，その体の厚く革質なこ

とは Pachymenia属と似ていて，それと異る点、は表皮層がそれよりも薄く，

表皮膚を構成する細胞の下部のもののみが横に連鎖すること，四分胞子を形

成する部分が平滑でなく小さい平たい幾分盛り上った部分に生ずること，盤

果は厚い外表皮層の全体を占むるのではなく，表皮層と内層との中聞に存す

ること，誕果には被覆紙の明らかなものなきこと等の性質を挙げている。然

るにヒヂリメシにおいては下記の如く上記の Cyrtymenia属の特徴と一致し
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ない点が多いので， 北大山田教授は 1952年日本植物学会大会において， 本

種は将来一新属を創設する必要ありと述べられている。筆者は山田教授指導

の下に常陸国大洗産の材料で本種の体の構造，及び生殖器官に就いて研究を

行ったので，此処に発表して本種の分類学上の位置を明らかにする資料に供

する.本研究中終始御懇篤なる御指導を賜った山田教授に深甚なる謝意を表

する.又材料採集に御協力下さった茨城県下妻第二高校宮崎方夫氏，北大理

学部大学院学生田沢伸雄氏に謝意を表する.

2. 供試材料 1954年5月及び 1955年4月， 常陸国大洗において採集

したもののフォルマリシ液潰材料。

3. 体の構造若い体は表面平滑であるが，成熟したものでは雌性体，

雄性体及び四分胞子体共に体表に縮緬肢の縦鍛を有し，体の厚さは 500μ 内

外である.表皮躍は5乃至6層が普通で下部附着点附近においても殆ど厚さ

に変りがない.表皮層の最外!留はやや細長い楕円肢の細胞から成り，之に統

く細胞は球形又は楕円形である.内部皮層は外皮層及び中皮層の細胞に比し

て著しく大形の球朕戒いは不規則な球蹴細胞から成り，著しい星形細胞は見

られない。表皮層における横の連絡は最内層で見られるだけで，中皮贈にお

いては極めて稀れに，外皮層においては全く見られない。度層細胞列は 2乃

至3回文蹴に分岐する。髄総は径5μ 内外で叉賦或いは不規則に分岐し，可

なり密であり，内部皮膚の細胞と述絡する.ツルツ lレ，ブダラク等における

場合と同様本種においても亦四分胞子体の皮層細胞は有性体のそれよりも大

形である。

4.四分施子嚢四分胞子嚢は内部皮層の大形細胞から分岐した最初の

中皮層の細胞と同格で，多くの場合最外層の細胞から 3番目の細胞に相当す

る所に生ずる(Fig.1).故岡村博士によれば，四分胞子嚢は体の両面に一様

(evenly)に生ずると述べられているが筆者の観察する所では四分胞子麗は体

の両面に生ずるが，体表の猛反曲の山即ち隆起した部分に生ずることは殆んど

なく，谷の部分にのみ生ずる。この事は上記の如く F.SCHMI官が Cyrtyme-

nia属の性質として述べた「四分胞子嚢は平たい幾分盛上った部分に生ずる」

事とは著しく呉った点である。分裂様式は十字様である。

5. 精子嚢精子嚢は不規則な球朕で体の最外層の細胞と同格のほ細胞

から生じ体の両面に一様に分布している。精子嚢はコットンプリ品{で染め

た場合にその内容は一様に染まることなく，必ず片寄った一部分が濃く染ま
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" 

聞 の 蔵 明

1.四分胞子選体の横断.Xωo
2.維.位体の繍断.Sp靖子..SM 
精子母細胞 X仰

3.カルポゴン枝を離する枝窓
x400 

4.億合したカルポゴン桟.Cヵル

ポゴン.H胎原列細胞.S支持細

胞.T受精毛 x400
5.助細胞を織する枝重量.A助細胞
xω0 

6.謹絡糸に惑絡した助細胞IC.F.
這入って来た漣絡糸.IIC.F.新し

〈出て行〈漣絡糸.G成胞糸
×ω0 

7.8.9.10.畿果の発迭の順序を示

す.7.8図x400. 9図x270.10 
図x180

11.遜果を有する体の横断(宇や模

式的).x25 

る.精子母細胞は最外層の細胞に

比じて細く且つ長い(Fig.2).

6. 雌性生殖器官髄綜末端

の細胞から分岐する原形質に富む

球形細胞列の最初から普通3番目

の細胞が支持細胞となり，カルポ

ゴン枝は此支持細胞から分岐して，

一個の胎原列細胞とカルポゴシから成る.胎原列細胞からは更に数個の細胞

からなる小枝を分岐する.受精毛は太く，特にカルポゴシに近い部分は膨れ

て往々一個の細胞と見ちがえる様子を呈する (Fig.3)。

助細胞は原形質に富む大形の細胞で畏楕円形をなし，髄緋末端の細胞か

ら分岐された原形質に富む細臨列に介在的に生じ，普通髄緋末端の細胞から

4番目に当る。助細胞とカルポゴ γは別々の枝叢中に形成される(Fig.5)。

7. 嚢呆形成の過程 カノレポゴンは受精すると胎原列細胞と癒合し，此

総合細胞から数本の述絡絡を出す (Fig.4)。此の述絡緋が助細胞に迎結し，第

1回目の成胞粉、を分裂する頃に助細胞の下部から別に 1本の述絡締を出し，

(Fig.6)，恰も 2本の迎絡絡が助細胞に這入ったように見えるが (Fig.7，8，9)， 
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1本は入ったもので，他は出たものである。本研究では此の新しく出た述絡

総が更に他の助細胞に連絡する所を追跡することは出来なかったが，恐らく

之は更に別の助細胞を求めて迎結するものと推測される.

助細胞l士連絡線に連結した後数回成胞絡を分裂し，やがて果胞子を生じ

仁を形成する。此の時枝叢の細胞は著しく分岐して仁を囲み嚢果を形成する。

難果を囲む被覆総は枝叢細胞に由来する細胞の外に髄赫に由来するものも加

わり可なり密である (Fig.9，10)。成熟した誕果は乾燥標本ではその存在が肉

眼で認められるが，生体では雛曲のため認めるのが困難である.難果は体の

下部及びJ二部末端を除いては両面に一様に生じ，髄部の中央或いはそれ以下

迄埋没する。果孔附近は皮j層部の陥没が特に甚しい(Fig.ll)。

Summary 

1. The structilre of the frond and曲目 reproductive0培 姐 are目tudiedin 
Cyrtymen'似 8par8aOKAM. co11ected at Oarai in Hi旬 chiProvince. 

2. The fronds are ruglωe at surface when fertile. bu色evenand smooth 
when young. The cortical layer is consisted of mostly 5 or 6 laye四 ofce11s. 
The ce11s of the surface layer are oblong， and the following cells are spheri-
個 1;they are disposed in den昌弘 anticlined rows becoming larger downwards. 
The inner cortical layer is consisted of scatぬred.large cells， which are not 
stellar in shape. The medu11ary layer is consisted of elongated. creeping and 
interlaced ce11ular filaments. The medullary filaments are branched dichoω-
mously or'irr匂gularly，and are dispωed more or 1倒 sdensely. The transverse 
ω，nnections of cortical cells are only found in the innerm叩色 layers，rarely in 
仙emiddle layers. but no色ata11 in泊施 outerlayer. 

3. 由1etetrasporangia are divided cruciately， scattered on both surfac凶，
but they are produced on the part of concave surface. no七on世1econvex 
sUDface. 

4. The spermatangia are produced from spermatangial mo也ercells， which 
are homotog，叩3to也ecells of the surface layer. 

5. The carpogone and位1eauxi1iary cell are developed in the separate 
ampul1ae. The carpogonial branch is tv.to-celled. being composed of carpogone 
and hypogenolls ce11. 

6. After fertilization the carpogone and the hypog岨 ouscell make a 
fusioh cell. ，The fusion cell produc鰯 severalconnecting filaments.， After ωn-
nection wi也 connectingftlaments， the auxiliary cell produces a newω，nnect-
ing fila雌聞twhich seems toωntinue its growth towa吋3other auxiliary cells. 

7. 旬1enucleus is surrounded by a fi1四1entousb錨 ketconstructed out of 
也eold ampul1ar brancbωand the medul1ary ftlam阻 ts. These filaments are 
dichotomousely branched， but not reticulated. The cysto巴arpsare produced 
on bo七hsurfaces of the frond and half immerse:l to the medullary layer. 
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アマノリ類の生活史，特に所謂夏ノリに

就いて(マノレパ型アサクサノリの生活史)

(予報)

黒木宗倫*

M. KUROGI: Life-l).istory of Porphyra， e3pecially 
。nso-called “summer plantlets" 

(Life-history of P. tenera KJELLM. rou旬dtype) 
(preliminary account) 

冬期繁茂するアマノリ類が，夏期どんなy状態で存在しているか，そして

冬に形成される果胞子がどんな行動をするかについて圏内・外において色々

の考えがなされていた。

我が国では

(1) 殖回 (1929，1937)その他の夏ノリ説，即ち果胞子は放出されると直

ちに発芽して所謂ノリになり，夏の聞も肉眼的な或いは顕微鏡的なノりとし

て存在し，このノリから放出される中性胞子(単胞子)が秋に出現するノリの

起原になる。

(2) 国校日939)その他の果胞子休眠説，即ち果胞子は夏期海底で休[¥l¥;

し，秋になって成熟して浮上し，之が発芽してノリになるという 2つの考え

があった。

しかして両者共に休眠の有無の煮はあるが，果胞子はノリとして発芽し，

糸版発芽は異;伏なものであると見倣した。之に対して DREW(1949，. 1954)は

恭東北海区水産研究所
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